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 クラブハウス　全景

クラブハウス内部のようす 市民団体同士の会議

　棚田ゾーンの藍那口エントラ
ンスには、公園の管理運営の一
部に関わる予定の市民団体や NPO
法人の活動拠点「クラブハウス」
があります。この施設は、市民
団体同士が、よりよい里山管理
を行うための会議や入園者への
プログラム提供に関する準備を
行うことを目的として設置され
ており、現在も里山管理の試行
を行っている市民団体同士が定
期的に会議を行っています。
　木造２階建ての施設には、会
議ができるホールやトイレが配
置されており、太陽熱や気化熱
を利用した空調システムを採用
しています。
　「クラブハウス」の向かい側
には倉庫棟２棟があり、なかで
も瓦葺の倉庫棟では、市民団体
がプログラム提供に必要な資機
材の保管や一部の作業を行って
います。
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竹灯明台づくり（環境ボランティア　わかば会）

春のあいな里山公園エコハイク
椎茸ほだ木づくりとピザ窯体験
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～冬を生きぬく植物の知恵～ロゼット

め
まいな里山　 知識！？あ vol.17

野草編

　「ロゼット」とは、バラの花から由来する
言葉ですが、野草の冬越しの姿をそう表現す
ることがあります。根ぎわから葉が放射状に
出て広がった形のことで、キク科やアブラナ
科をはじめ様々な形・色があります。
　ロゼットには冬の低温を乗り切るための工
夫が詰まっています。葉を地面に這うように
展開することで、風で傷つけられにくく、ま
た、日射で暖まった地熱で効果的に葉を温め、
光合成を盛んにしていると言われています。
　ただしロゼットとして生きられるのは他の
大型植物が生育しない環境下のみ。定期的な
草刈りが行われている里山の冬の畦道では、
カンサイタンポポなど在来種のロゼットを見
ることができます。

カンサイタンポポのロゼット

ヒメジョオンのロゼット

日　時：平成２３年３月２０日（日）10:00 ～ 14:00
場　所：国営明石海峡公園 神戸地区
内　容：椎茸菌の打ちこみ、ピザづくり
定　員：100名
参加費：大人1000円・１家族1500円(ほだ木１本・保険料込み)
問合せ：NPO法人あいな育みの会　 TEL&FAX(078)591-2644

～ コナラの原木に椎茸菌を打ちこんでみよう ～
椎茸ほだ木づくりとピザ窯体験

日　時：平成２３年３月１２日（土）9:00 ～ 15:00
場　所：国営明石海峡公園 神戸地区
内　容：里山に生きる虫や鳥、植物などの観察と散策
定　員：先着 50名（２月２８日必着）
参加費：無料（行事保険は加入しています）
問合せ：神戸カワバタモロコ保全推進協議会　 TEL(078)322-5316

～ 神戸の里山を体験しよう！！ ～
春のあいな里山公園エコハイク
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製作・発行

毎月の発行です

↑こちらからダウンロードできます
あいな里山公園は、現在開園しておりません。
許可を受けた市民団体の活動やイベント以外での
一 般 の 公 園 内 の 立 ち 入 り は で き ま せ ん の で
ご注意ください。

　冬空のもと「阪神淡路大震災
1 . 1 7 のつどい」で使う竹灯明
台づくりを開催しました。一般
の方をはじめ、鈴蘭台中学校生
や参画団体スタッフ合わせて総
勢 74 名が集まり、鎮魂の祈り
を込めて取り組みました。
　作業は２班に分かれて実施。
竹伐り班は、モウソウチクの林
へ移動し、グループごとにスタ

ッフの周到な準備と安全管理の
もと作業しました。緊張気味に
ノコギリを引く中学生、豪快に
引く笑顔のお父さんと表情もさ
まざま。静かな竹林が伐採のた
びに歓声に包まれました。伐っ
た竹は、枝払いの後２ｍに玉切
りし、みんなでかついであいな
亭前まで運び出しました。
　竹灯明台づくり班では、竹を
長さ 30 ～ 40 ㎝に切り揃え、ろ
うそくを浮かべる部分を斜めに
カットする作業を行いました。
最初ノコギリの扱い方が分から
なかった中学生たちも、次第に

慣れて器用に引けるようになり、
灯明台が真直ぐに立つのを見届
けてにっこり。力を合わせた結
果、目標を上回る２４０本の竹
灯明台が完成しました。
　昼食タイムは、協力団体が具
だくさんの汁物を作ってくださ
り、体を温めながら高齢者から
子どもまで世代を超えて談笑・
交流することができました。
　1 . 1 7 当日の東遊園地では、
あいな里山公園から運び出した
竹灯明台を前に、メンバーとと
もに鎮魂の祈りを捧げました。

（文：わかば会　大橋 修）
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竹灯明台づくり
阪神淡路大震災 1.17 のつどい

Events　　　平成 23年１月９日（日）
主催：環境ボランティアわかば会
共催：国営明石海峡公園事務所


